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「第２８回 ＪＡ北海道大会」に係る
組合員組織討議を実施

に
わ
た
っ
て
お
り
、
組
合
員
・
Ｊ

Ａ
・
連
合
会
・
中
央
会
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
認
識
し
た
う
え
で
重

点
的
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
が
示

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

大
会
議
案
の
基
本
目
標
で
あ
る

⒈ 

「
力
強
い
農
業
」（
協
同
の
力
で

「
農
業
所
得
20
％
増
大
」と「
新

規
担
い
手
倍
増
」
を
実
現
）

⒉ 

「
豊
か
な
魅
力
あ
る
農
村
」（
食

と
農
を
通
じ
て
北
海
道
５
５
０

万
人
と「
つ
な
が
り
」を
実
現
）

⒊ 

「
組
織
の
あ
り
方
」

に
関
す
る
各
決
議
事
項
等
に
つ

い
て
協
議
・
検
討
が
な
さ
れ
、
各

代
表
者
か
ら
は
「
農
業
の
大
切
さ

や
魅
力
を
ど
う
発
信
し
て
い
く
の

か
、
所
得
20
％
の
基
準
は
ど
こ
な

の
か
」
等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。今

回
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
等

は
項
目
ご
と
に
集
約
さ
れ
、
Ｊ
Ａ

中
央
会
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
八
日
、
本
所
で
「
第

28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
に
係
る

組
合
員
組
織
討
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
・
女
性
部
・
女

性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
の
各
代

表
・
Ｊ
Ａ
役
職
員
計
二
十
二
名
が

参
集
し
、
今
年
十
一
月
に
開
催
さ

れ
る
「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
」
へ
向

け
た
組
織
討
議
資
料
の
素
案
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
根
釧

支
所
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
は
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
の
意
志
を
結
集
し
、組
織
・

事
業
機
能
の
強
化
を
図
る
た
め
三

ヶ
年
毎
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

討
議
資
料
は
、
昨
年
十
一
月
に
策

定
さ
れ
た
改
革
プ
ラ
ン
の
内
容
を

加
速
さ
せ
る
べ
く
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
の
目
指
す
べ
き
方
向
と
、

そ
れ
に
向
け
た
基
本
目
標
、
基
本

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
実
践
方

策
か
ら
構
成
さ
れ
、
内
容
は
多
岐
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第３回 釧路輓
ばん

馬
ば

大会 開催

難関の第二障害を力強く駆け上がるポニー

馬
）
ま
で
あ
り
、
山
が
二
つ
あ
る

コ
ー
ス
を
馬
が
そ
り
を
ひ
き
な
が

ら
力
や
速
さ
を
競
い
ま
し
た
。

競
技
種
目
は
、
一
才
輓
馬
か
ら

ポ
ニ
ー
輓
馬
、
重
量
馬
な
ど
種
目

別
に
19
レ
ー
ス
が
行
な
わ
れ
、
馬

主
及
び
ご
来
場
の
皆
様
か
ら
は
、

力
強
く
駆
け
る
輓
馬
の
雄
姿
に
、

温
か
い
声
援
と
拍
手
を
送
っ
て
お

り
ま
し
た
。

八
月
三
十
日
、
釧
路
市
大
楽
毛

神
記
念
公
苑
特
設
輓
馬
会
場
で
、

第
３
回
釧
路
輓
馬
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

釧
路
輓
馬
大
会
実
行
委
員
会
主

催
、
阿
寒
馬
事
振
興
会
・
釧
路
丹

頂
農
協
馬
事
振
興
会
後
援
に
よ
り
、

全
道
各
地
か
ら
輓
馬
41
頭
、
ポ
ニ

ー
42
頭
が
競
技
に
出
場
し
ま
し
た
。

そ
り
に
積
む
積
荷
重
量
は
30
㎏

（
ポ
ニ
ー
）
か
ら
９
０
０
㎏
（
輓
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釧路ホルスタイン共進会 開催

（
19
部
）
が
選
ば
れ
る
な
ど
各

部
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
牛
群
審
査
優
秀
農
家
表
彰

式
で
は
、
当
Ｊ
Ａ
か
ら
左
記
の

６
農
場
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
入
賞
牛
及
び
出
品
者
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

今
後
、
全
道
共
進
会
に
出
品

さ
れ
る
農
場
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
更
な
る
飛
躍
を
ご
期
待
致

し
ま
す
。

場
（
鶴
居
）
の
出
品
牛
サ
ー
ジ

エ
ン
ト
ペ
パ
ー
ズ
ホ
ツ
ト
ス

ト
ー
リ
ー
ポ
ー
（
15
部
・
リ
ザ

ー
ブ
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
）
が
、

ジ
ュ
ニ
ア
シ
ョ
ウ
マ
ン
シ
ッ
プ
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
林
瑠
輝
さ
ん

（
白
糠
）
の
出
品
牛
ウ
ツ
ズ
ス

タ
ー
エ
ン
ペ
ラ
ー
エ
ス
テ
ン

プ
タ
ー
レ
オ
が
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー

種
の
部
・
リ
ザ
ー
ブ
シ
ニ
ア
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
安
藤
功
さ

ん
（
幌
呂
）
の
出
品
牛
グ
レ
ン

モ
ア
レ
ー
ザ
ー
ブ
ラ
ー
ス

ス
社
カ
ー
ル
ソ
ー
シ
エ
氏
が

務
め
、
各
部
の
審
査
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
審
査
の

結
果
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
、
㈱
敬
和
フ
ァ
ー
ム
（
音

別
）
の
出
品
牛
Ｋ
Ｗ
Ｆ
サ
ン

チ
エ
リ
ア
ダ
ー
ハ
ム
ビ
ユ
ー

（
第
14
部
・
シ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
）
が
み
ご
と
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
リ
ザ
ー
ブ
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
、
（農）
高
橋
農

八
月
二
十
二
日
㈯
、
釧
路
市

大
楽
毛
・
釧
路
農
協
連
共
進
会

場
で
、
釧
路
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共

進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
五
Ｊ
Ａ
か
ら
合
計
83
頭
、

う
ち
当
Ｊ
Ａ
か
ら
42
頭
の
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
牛
及
び
ジ
ャ
ー
ジ
ー

牛
が
出
品
さ
れ
資
質
を
競
い
ま

し
た
。
審
査
員
は
、
カ
ナ
ダ
の

シ
ー
メ
ッ
ク
ス 

ア
ラ
イ
ア
ン

ジュニアショウマンシップチャンピオン　林 瑠輝 さん

審査員：カール ソーシエ 氏
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釧路ホルスタイン共進会 入賞牛一覧

平成２７年度 牛群審査優秀農家表彰 受賞者

グランドチャンピオン ＫＷＦ サンチエリア ダーハム ビユー (株)敬和ファーム（音白）

リザーブグランドチャンピオン サージエント ペパーズ ホツトストーリー ポー (農) 高 橋 農 場（鶴居）

ジュニアショウマンシップチャンピオン ウツズスター エンペラー エス テンプター レオ 林　　　瑠　輝（音白）

リザーブシニアチャンピオン（ジャジー種の部）グレンモア レーザー ブラース 安　藤　　　功（鶴居）

部 順位 名　　　　　　号 出品者（地区）
J部 1−1 ウツズスター　エンペラー　エス　テンプター　レオ 林　　　瑠　輝（音白）

1部
2−1 ＴＫＳ　ローマン　スパーク　アンナ 清　水　武　志（鶴居）
2−2 レデイバーク　アイ　アトーニー 松　下　雅　幸（鶴居）
2−３ ＫＷＦ　アニカ　ミツシエルチエン　ビユー ㈱敬和ファーム（音白）

2部 1−1 ヘイチヤン　クライン　マリー 合伊深ファーム（音白）

４部
1−2 ウツズスター　エンペラー　メイ　レオ 林　　　稔　幸（音白）
2−2 ヒシヌマフアーム　リベラル　ブレーク　アツト ㈲菱沼ファーム（鶴居）

６部
1−1 マチムラ　ベツス　アイオーン　フラニー　 安　藤　　　功（鶴居）
2−1 ＴＫＳ　ミノル　マツクス　アンコール 清　水　武　志（鶴居）

７部 2−1 インペルタウン　ゴールド　オア　タイム 増　田　一　真（鶴居）

８部
1−2 ＯＰ　オラホーム　アレツクス　ブレンダ 植　田　紘　史（鶴居）
2−４ カリーナ　アシユリン　ロイ　フアーステイ 松　田　浩　二（音白）

９部
1−1 ヘイチヤン　スターブライト　ゴールド　Ｄ　ロジー　ＥＴ 合伊深ファーム（音白）
2−1 ＴＫＳ　カズナリー　テイー　ＥＴ 清　水　武　志（鶴居）

12部 2−2 ＢＳ　マノーワー　シヨツク　アモー　 ㈱大坂ファーム（音白）
13部 1−1 エメラルド　ローリン　フイーバー　エスト　フタゴ 松　田　浩　二（音白）

14部
1−1 ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー ㈱敬和ファーム（音白）
2−2 ＯＰ　オラホーム　アドベント　バービー　ＲＥＤ 植　田　紘　史（鶴居）

15部 1−1 サージエント　ペパーズ　ホツトストーリー　ポー　 (農) 高 橋 農 場（鶴居）
19部 1−1 グレンモア　レーザー　ブラース 安　藤　　　功（鶴居）

20部
（牧場牛群）2等賞

ＫＷＦ　アイデアル　アツトウツド
㈱敬和ファーム（音白）ＫＷＦ　サンチエリア　ダーハム　ビユー

ＫＷＦ　エレガンス　アドベント　イライシヤ

賞 受 賞 者 対象牛（頭）
優 秀 賞 井　上　元　嗣 6
優 秀 賞 植　田　紘　史 5
優 秀 賞 （農） 清 和 農 場 1
優 秀 賞 増　田　慶　一 1
優 秀 賞 松　井　俊　治 1
優 秀 賞 松　下　雅　幸 4

※表彰規程
１．表彰内容�①最優秀賞（２代以上審査得点９０点以上）�

②優 秀 賞（３代とも審査得点８５点以上）

２．�本牛は生存していること。母牛・祖母牛とも自家生

産牛、なおかつ自己所有であることとする。

３．�過年度表彰された農家であっても該当する牛が違う

場合は、表彰の対象とする。
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「担い手の確保・育成」に向けた取り組み
日本獣医生命科学大学との連携・交流を実施
（産・学・官の共同研究等の三者連携協定へ向けて）

高
齢
化
や
農
家
戸
数
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
中
、
地
域
農
業
を
維
持
・
発
展

さ
せ
る
た
め
に
は
、
労
働
力
の
確
保
や

労
働
負
担
軽
減
対
策
は
勿
論
、
家
族
・

法
人
経
営
へ
の
就
業
者
や
新
規
参
入
者

等
、
将
来
に
向
け
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
向
け
た
対
策
が
必
要
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
農
業
（
酪
農
）
を

安
定
し
た
産
業
と
し
て
将
来
に
引
き
継

ぐ
に
は
、
専
門
知
識
と
技
術
を
有
す
る

大
学
等
と
農
協
・
地
域
（
産
・
学
・
官
）

の
三
者
が
連
携
し
、
農
業
に
人
材
を
呼

び
込
み
定
着
を
図
る
事
、
新
規
参
入
・

後
継
者
を
問
わ
ず
、
担
い
手
を
確
保
・

育
成
す
る
仕
組
み
の
構
築
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ら
を
達
成
す
る
に
あ
た
り
、
對

木
範
誉
専
務
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
成

田
純
哉
理
事
、
本
所
営
農
課
職
員
に
よ

る
チ
ー
ム
体
制
に
て
、
当
面
は
、
実
習

生
の
受
入
を
継
続
的
に
行
い
、
酪
農
・

畜
産
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ

が
将
来
、
担
い
手
と
し
て
地
域
に
定
着

す
る
も
の
と
考
え
、
短
期
的
で
は
な
く
、

中
長
期
的
な
視
野
・
展
望
を
も
っ
て
取

り
組
む
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

生
産
者
を
代
表
し
て
（
今
回
の
受
入
農
場
）

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
学
外
実

習
を
受
け
入
れ
る
に
あ
た
り
、
初
め
に

こ
の
話
を
農
協
か
ら
聞
い
た
と
き
３
週

間
と
い
う
実
習
期
間
の
長
さ
に
戸
惑
い

を
感
じ
た
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。
一

泊
二
日
程
度
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
あ
れ

ば
何
度
も
経
験
は
し
て
い
ま
す
が
、
こ

こ
ま
で
の
長
期
的
な
実
習
は
経
験
が
な

か
っ
た
の
で
私
自
身
も
悩
み
ま
し
た
が
、

家
族
の
後
押
し
と
了
解
を
得
て
受
け
入

れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
来
た
学
生
は
動
物
学
科
２
年
生

の
西
宮
さ
ん
と
い
う
方
で
、
大
変
ま
じ

め
な
性
格
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味

を
持
ち
、
私
も
改
め
て
勉
強
さ
せ
ら
れ

る
場
面
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
家
庭
に

お
い
て
も
率
先
し
て
家
事
の
手
伝
い
を

し
て
く
れ
た
り
と
、
す
ぐ
に
溶
け
込
ん

で
く
れ
た
こ
と
で
家
族
の
一
員
の
よ
う

な
付
き
合
い
が
で
き
、
思
っ
て
い
た
よ

り
も
３
週
間
と
い
う
期
間
は
短
く
最
後

の
ほ
う
に
至
っ
て
は
哺
乳
な
ど
も
あ
る

程
度
任
せ
て
お
け
る
よ
う
に
ま
で
成
長

し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
外
実
習
を
受
け
入
れ
て
思

う
事
は
、
こ
の
よ
う
な
体
験
を
よ
り
多

く
の
学
生
に
経
験
し
て
も
ら
い
、
酪
農

と
い
う
職
業
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

事
で
、
彼
女
た
ち
の
中
か
ら
今
後
の
新

規
就
農
者
や
酪
農
サ
ポ
ー
タ
ー
が
出
て

き
て
く
れ
れ
ば
と
、
そ
し
て
未
来
の
酪

農
発
展
に
貢
献
す
る
取
り
組
み
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の

学
外
実
習
を
受
け
入
れ
て
」

鶴居村下久著呂
斉藤 和弘 さん
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農 場 実 習 体 験 を 終 え て
※�８月～９月にかけ日本獣医生命科学大学の学生が、３農場に実習に入りました。�
貴重な農場実習を終え、実習生からの感想をご報告致します。

私
は
こ
の
夏
、
斉
藤
さ
ん
の

牧
場
で
３
週
間
実
習
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
週
間
と
い
う
長
い
期
間
実

習
を
す
る
こ
と
は
初
め
て
で
何

一
つ
知
ら
な
い
私
に
、
様
々
な

こ
と
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

一
番
は
な
ん
と
い
っ
て
も
搾
乳

で
す
。
朝
早
く
起
き
て
か
ら
す

ぐ
に
仕
事
を
始
め
て
作
業
す
る

と
い
う
生
活
は
、
慣
れ
な
い
中

で
の
取
り
組
み
で
し
た
。

前
絞
り
が
上
手
く
で
き
な
か

っ
た
時
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら

い
な
が
ら
、
コ
ツ
を
掴
み
一
生

懸
命
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
ま
た
、
初
め
て
見
る
機

械
や
道
具
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

毎
日
が
質
問
攻
め
で
し
た
。
そ

の
質
問
に
も
丁
寧
に
答
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。
日
を
重
ね
る
度

に
知
る
こ
と
が
増
え
て
い
き
、

充
実
感
を
味
わ
い
な
が
ら
生
活

を
送
れ
ま
し
た
。
斉
藤
さ
ん
の

家
で
住
み
込
み
、
ご
家
族
の
方

に
も
沢
山
迷
惑
を
か
け
た
実
習

で
し
た
が
、
実
習
で
し
か
で
き

な
い
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
思
い
出

に
す
る
の
で
は
な
く
、
今
後
の

勉
強
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
実
習
期
間
お
世
話

に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
の
気
持

ち
で
一
杯
で
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
入
先
・
斉
藤
和
弘
農
場

日本獣医生命科学大学
動物科学科２年

西 宮 真 都 香

私
は
、
武
藤
ご
夫
妻
が
経
営

す
る
夢
牧
場
で
、
３
週
間
実
習

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

私
が
酪
農
家
で
の
実
習
を
希

望
し
た
の
は
、
所
属
す
る
大
学

の
研
究
室
で
、
牛
の
乳
房
炎
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
る
た
め
、

実
際
に
乳
牛
の
世
話
を
し
、
そ

の
中
で
乳
房
炎
が
及
ぼ
す
影
響

を
知
り
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
初
め
は
慣
れ
な
い
力
仕
事

が
多
か
っ
た
り
、
朝
の
搾
乳
か

ら
夕
方
の
搾
乳
ま
で
の
１
日
の

作
業
の
流
れ
が
分
か
ら
な
か
っ

た
り
と
悪
戦
苦
闘
す
る
事
が

多
々
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ご
夫
妻
の
丁
寧
な

ご
指
導
の
お
か
げ
で
徐
々
に
仕

事
に
慣
れ
、
流
れ
が
分
か
る
と

牛
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
や

り
が
い
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、
酪
農
家
の
仕
事
を
体

験
す
る
事
の
他
に
、
牛
に
給
与

し
て
い
る
配
合
飼
料
の
設
計
を

教
え
て
頂
い
た
り
、
臨
床
型
乳

房
炎
に
感
染
し
た
牛
の
乳
房
を

見
て
触
れ
る
事
が
で
き
た
り
と
、

多
く
の
知
識
を
吸
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
今
回
の
実
習
で
経

験
し
た
こ
と
を
糧
に
し
、
さ
ら

に
見
て
触
れ
て
吸
収
し
た
知
識

を
研
究
の
材
料
と
し
て
生
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

受
入
先
・
武
藤
清
隆
農
場

日本獣医生命科学大学
動物科学科３年

長 谷 川 彩 子
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釧
路
管
内
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
交
流
会
開
催

私
は
、
こ
の
夏
成
田
さ
ん
の

家
で
３
週
間
実
習
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

３
週
間
と
い
う
期
間
で
し
た

が
様
々
な
事
を
学
べ
、
と
て
も

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
実
習
で
特
に
印
象
に
残
っ

て
い
る
事
は
、
分
娩
と
共
進
会

を
見
た
事
で
す
。
実
習
期
間
中

に
分
娩
は
何
回
か
見
れ
た
の
で

す
が
、
特
に
最
初
に
見
た
時
は

助
産
を
手
伝
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

生
ま
れ
て
き
た
子
牛
を
見
た
時

は
、
一
つ
の
命
の
誕
生
に
と
て

も
感
動
し
ま
し
た
。
あ
の
時
の

母
牛
の
苦
し
そ
う
な
鳴
声
や
子

牛
の
鳴
声
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
共
進
会
は
実
習
に
来

る
ま
で
全
く
知
ら
な
か
っ
た
の

で
、
牛
を
品
評
す
る
と
い
う
世

界
は
と
て
も
不
思
議
な
感
じ
で

し
た
。
牛
を
共
進
会
に
出
す
ま

で
に
、
と
て
も
手
間
暇
が
か
か

っ
て
い
て
、
農
家
の
方
々
の
乳

牛
へ
の
情
熱
が
す
ご
い
と
感
じ

ま
し
た
。

成
田
さ
ん
か
ら
出
品
し
た
牛

は
、
釧
路
管
内
で
グ
ラ
ン
ド
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
り
、
素
人
の

私
か
ら
見
て
も
品
の
あ
る
力
強

い
牛
で
し
た
。
ま
た
、
朝
か
ら

慣
れ
な
い
搾
乳
な
ど
の
仕
事
は

大
変
で
し
た
が
、
現
場
で
し
か

学
べ
な
い
沢
山
の
事
を
得
ら
れ

ま
し
た
。

自
分
の
目
で
見
て
触
れ
て
得

た
こ
の
貴
重
な
経
験
を
今
後
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

受
入
先
・
(株)
敬
和
フ
ァ
ー
ム

日本獣医生命科学大学
動物科学科２年

安　藤　汐　里

い
、
得
点
を
競
い
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
終
了
後
は
、
昼

食
を
取
り
な
が
ら
意
見
交
換
を
行
な
い
、

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

八
月
四
日
、
標
茶
町
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
釧
路
管
内
Ｊ
Ａ

女
性
部
員
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
各
Ｊ
Ａ
か
ら
女
性
部
員
・
子

供
・
事
務
局
・
関
係
者
合
わ
せ
て
五
十

五
名
、
う
ち
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
七
名

が
参
加
し
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
で
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

単
組
混
合
・
四
名
一
組
の
各
チ
ー
ム

に
分
か
れ
た
部
員
達
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
ロ

ー
ラ
を
相
手
チ
ー
ム
と
交
互
に
投
げ
合

※
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
と
は

　

氷
上
で
行
う
カ
ー
リ
ン
グ
を
室
内

で
気
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
。

　

カ
ラ
フ
ル
な
ジ
ェ
ッ
ト
ロ
ー
ラ
ー
を

コ
ー
ト
先
端
に
あ
る
ポ
イ
ン
ト
ゾ
ー
ン

に
向
け
相
手
チ
ー
ム
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と

交
互
に
投
げ
、
ぶ
つ
け
合
い
を
し
て
得

点
を
競
い
ま
す
。

みごとなコントロールを披露
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編 集 後 記
EDITOR’S�NOTE

■平成27年度 　生乳生産実績（8月）
月計乳量（kg） 8月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 ８,５4０,134.９ 1０５.９ 42,67５,444.1 1０2.８
（鶴居地区） 2,９3８,416.０ 1０９.０ 14,6５８,９23.０ 1０５.2
（幌呂地区） 2,226,９11.０ 1０2.５ 11,０９1,4９6.８ 1００.2
（白糠地区） 1,7８1,61０.５ 1０6.５ ９,００９,7９2.５ 1０2.6
（音別地区） 1,５９3,1９7.4 1０4.6 7,９1５,231.８ 1０2.4

管 内 計 4５,3０1,3９０.3 1０3.2 224,５17,９５6.7 1０1.2
（前年度管内計） 43,８８1,471.7 221,９2５,1５５.2

理　事　会　報　告
8月定例理事会　平成27年8月28日（金）
報告事項�
1．専決事項及び諸会議について
2．各委員会・諸会議等について
３．７月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．内部審査の結果について
付議事項�
議案第1号　融資の承認について

議案第2号　固定資産の取得について
　※以上全件原案通り承認されました。
その他協議事項�
1．�「第2８回ＪＡ北海道大会」に係る組合員組
織討議の意見集約について

　2．役員視察研修について
　３．当面の業務日程について

□�輓馬大会を取材させて頂き、競技コースを駆け、障害を登る輓馬の姿は力
強く感動させられます。現在ばんえい競馬は、帯広市でしか開催されてお
りませんが、馬は古くから人と深い関係があり、運搬の手段としても重要
な役割を担っていました。輓馬大会に出場している馬を見ていると、人と
馬との信頼関係がないと色々なことが上手くいかないということを感じず
にはいられませんでした。

□�夏から秋にかけては、台風の発生、上陸が多い時期となります。地震など
の際と同じく、いざという時、すぐに避難できるような避難用のグッズを
揃えたバッグや断水になった時のための数日分の飲食物、停電の際の懐中
電灯、レインコートなどを事前に準備し、低地、河川、海岸付近、急傾斜地、
看板などが多い繁華街、オフィス街など危険な場所には近づかないことや、
台風の通過後でも河川がまだ氾濫していたり、土砂崩れも起こりやすい状
態であるため細心の注意が必要です。



釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

■
編
集
発
行�

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
96—
平
成
2７
年
9
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱

「
細
菌
・
ウ
イ
ル
ス
」
は
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
、
時

に
は
農
場
に
大
き
な
損
害
を
与
え
ま

す
。
目
に
見
え
な
い
病
原
体
か
ら
の

汚
染
リ
ス
ク
を
低
く
抑
え
る
最
善
の

手
段
は
日
常
の
衛
生
管
理
に
あ
り
ま

す
。今

回
は
農
場
内
の
衛
生
対
策
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
　
日
常
の
清
掃
で

消
毒
効
果
を
高
め
よ
う

一
般
的
に
は
消
毒
薬
の
効
力
は
有

機
物
の
混
入
で
低
下
し
て
い
き
ま
す
。

消
毒
場
所
が
汚
れ
て
い
る
と
、
せ
っ

か
く
の
消
毒
薬
も
役
に
立
ち
ま
せ
ん
。

消
毒
は
牛
舎
の
ホ
コ
リ
や
糞
な
ど
を

清
掃
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

二
　
消
毒
薬
を
使
い
分
け
る

「
う
ち
は
消
毒
薬
ち
ゃ
ん
と
使
っ
て

い
る
か
ら
安
心
ヨ
」
と
思
っ
て
い
て

も
、
使
用
場
所
や
菌
の
種
類
に
よ
っ

て
は
思
っ
た
よ
う
な
効
果
が
得
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
利
用
す
る

消
毒
薬
の
特
性
を
知
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
ヨ
ー
ネ
菌
は
細
胞
膜
が
厚

い
脂
質
で
覆
わ
れ
て
い
る
た
め
、
効

果
が
あ
る
の
は
石
灰
と
塩
素
系
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

三
　
衛
生
管
理
の
事
例

衛
生
管
理
の
取
組
を
写
真
で
紹
介

い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
に
、
糞
尿
を
飼
槽
側
に
持

ち
込
ま
な
い
ち
ょ
っ
し
た
気
遣
い
も

衛
生
管
理
に
は
大
切
な
事
で
す
。

（
平
成
二
七
年
九
月
執
筆
）

消
毒
ポ
イ
ン
ト

・ 

人
・
車
が
通
る
場
所

　

農
場
や
牛
舎
の
出
入
口
な
ど

・
牛
が
通
る
場
所

　

通
路
、
牛
床
な
ど

・
牛
の
口
に
触
れ
る
物

　

飼
槽
、
給
水
器
、
器
具
類
な
ど

表１　消毒薬の効果
一般細菌 

サルモネラ菌 ヨーネ菌 特　　徴

逆　性
石けん

※
◎ ×

一部の細菌やウイルスに効果が無い
が、毒性、刺激性、腐食性低く比較
的安全性が高い。高温で効力有り。

塩素系 ◎ ◎※※ 刺激性と腐食性が有り高温で塩素が
減少し効力が落ちる。

消石灰 ◎ ◎ 有機物の影響を受けにくいが、肌に
触れて炎症を起こすことがある。

◎効果有り、×効果なし　
※パコマやクリアキルなどは逆性石鹸になります。
※※有効塩素濃度の高いスミクロールやクレンテなどが利用されています。

牛舎入り口に消毒槽
消毒槽の他に、汚れを落とす水
洗槽をもうけ消毒効果をUP。

牛の口に触れるものをキレイに
ウオーターカップの洗浄・消毒 
も忘れすに！

野生動物の侵入防止
牛舎の開口部にネット設置
などで侵入を防ごう。

通路の消毒
通路には消石灰の散布が効
果的です。

農場出入り口に消石灰
車のタイヤ径分の長さ＋α（概
ね３ｍ程度）敷くと効果的。

換気を良く
牛舎内の湿気やホコリを追い出し、乾燥さ
せる事で、雑菌の増殖をシャットアウト。

『
農
場
の
衛
生
管
理
』


